
「品川区学力定着度調査」の趣旨

(1)学習指導要領に示された教科の目標や内容の実現状況を把握し、教育課程や

指導方法等に関わる区の課題を明確にすることで、その充実・改善を図るとと

もに、区の教育施策に生かす。

(2)各学校は、教育課程や指導方法に関わる自校の課題・解決策を明確にすると

ともに、調査結果を経年で把握することで、児童・生徒一人一人の学力の向上

を図る。

(3)区民に対し、区立学校における児童・生徒の学力等の状況について、広く理

解を求める。

令和元年度（平成３１年度）「品川区学力定着度調査」の

結果から明らかになった課題と学力向上に向けた取組

１調査日平成３１年４月１６日（火）

２調査対象品川区立学校第２～９学年の全児童・生徒

３調査内容

(1)教科に関する調査

○調査の趣旨に基づき、学習指導要領に定める内容について、基礎・基本および活
用の力を測る問題で構成

<第２・３学年> 国語、算数

<第４～６学年> 国語、社会、算数、理科

<第７～９学年> 国語、社会、数学、理科、英語

品川区立第四日野小学校



令和元年度『 品川区学力定着度調査』 の結果から明らかになった課題

（ １） 各教科の定着状況についての概要

①調査結果の様子（ 調査の目標値と比べた本校の評価）
○目標を上回っている ≒ 同程度 ▼下回っている

観点
国語への関心
意欲・ 態度

話す・ 聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての
知識・ 理解・ 技能

２年 ○ ○ ○ ○ ▼
３年 ▼ ○ ▼ ○ ○
４年 ≒ ≒ ○ ○ ○
５年 ▼ ○ ▼ ≒ ≒
６年 ○ ≒ ○ ○ ≒

②国語科における成果
○ 「 話すこと・ 聞く こと」 や「 読むこと」 の領域では、区の平均の同程度か上回ることがで
きました。

○昨年度は区の平均を大きく下回っていた３年と５年が、区の平均と同程度になりました。
・ 月・ 火・ 木の掃除後に「 はげみの時間」 として１５分間の習熟の時間を設けています。保

護者ボランティアも活用してその時間に漢字の学習を重点的に行っています。

・ 月に２回の土曜授業の日には、「 土曜学習」 として東京ベーシックドリルを活用して言語

についての基礎的な知識を高めています。

・ 金曜日の掃除後は「 読書の時間」として、１５分間の読書活動に取り組んでいます。また、

「 読書貯金箱」 や「 学校校長賞」 などを設置し、読書活動の充実を図っています。

・上記のように普段の国語の時間外に言語に関する基礎的・基本的な学習を行っているため、

普段の４５分の授業では、教科書の学習内容にじっく りと取り組めています。

以上の取組の成果が、今回の調査でも見られたと考えています。引き続き取組を継続して

行い、学力の定着を目指します。

（ ２） 具体的な課題

○経年比較で見ると、４年と６年はやや低下しています。どちらの学年も漢字の書き取りに
課題が見られます。

○ ３年と５年の「 書く こと」 の領域では、大きく標準スコアを下回っています。
（ ３） 課題の原因として考えられること

・ 漢字ステージの活用の難しさ（ 教科書との連携、練習の少なさ等） によって、漢字の練習

が効果的にできていないことが考えられます。漢字小テストを自作する必要があり、漢字

小テストに教員によっては取り組んでいないと考えられます。

・ テスト後半に「 書く こと」 に関する問題があり、時間内にその問題に取り組めなかった、

あるいは取り組む時間が少なかった児童が多数いました。

（ ４） 課題解決のための方策

・ はげみの時間などを活用して、引き続き漢字の学習を積み重ねます。漢字小テストを活用

して、漢字を書く力を養います。また、習った漢字を作文指導や、全教科のノート指導時

になるべく使う・ 使わせることを意識して定着を図ります。

・ 学習活動を工夫して、書く機会を増やします。また、説明的な文章を学習する時には、文

章構成図などを活用して文章の組み立ての理解を深め、書く ことにつなげていきます。

（ ５） 次年度の数値目標

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とします。

国語



（ １） 各教科の定着状況についての概要

①調査結果の様子（ 調査の目標値と比べた本校の評価）
○目標を上回っている ≒ 同程度 ▼下回っている

観点

社会的事象への

関心・ 意欲・ 態度

社会的な

思考・ 判断・ 表現

観察・資料活用の

技能

社会的事象につ

いての知識・理解

４年 ○ ○ ○ ○
５年 ○ ○ ≒ ○
６年 ○ ○ ○ ≒

②社会科における成果
○各学年、総合的に見ると目標値を上回っています。
○表現力を問う問題では、５，６年生は目標値を大幅に上回っています。
○ ５年生は４年生の時の結果、６年生は５年生の時の結果と比較して調査結果が向上してい
ます。

昨年度から引き続き、以下の取り組みを行ってきましたが、これらの成果が今回の結果に

つながっていると考えられます。
（ 授業での取組）

・ 地図の読み取りに必要な知識（ 八方位や地図記号、等高線など） をその都度確認し、基礎的な

知識を定着できるようにしています。

・商店街や清掃工場など、様々 な施設の見学では、設備の役割を確認してから見学に臨むことで、

施設の役割に対する児童の興味関心を高めています。

・ 児童が実感をもって学習に取り組めるように、 ICT機器や映像資料を活用し、授業を工夫して
います。

これらの取り組みを今後も行い、さらなる学力向上へ向けて指導していきます。

（ ２） 具体的な課題

○観察・ 資料活用の技能、社会的事象についての知識・ 理解の観点については、今後より一
層の学力の向上が期待できます。

○資料から読み取ったことを自分の言葉で表現したり、複数の資料を比較して考えを書いた
りすることを、今後も重視して行う必要があります。

○地図記号や日本地図、世界地図の見方を継続して指導していく必要があります。

（ ３） 課題の原因として考えられること

・ 社会科では資料を読み取り、そこから考えられる状況を判断する力が求められており、それに

対する力がついてきています。今後はそこに自分の考えをもち、表現していく力を育てていく

必要があります。

・ 太平洋や大西洋など、世界地図に関する事項は目標値をやや下回っています。日本の地理など

は子どもたちの生活上でも実感できるものが多いですが、世界の地理では実感を伴わないもの

が多いです。実感をもちにくいものに対しての知識・ 理解を向上させていく必要があります。

（ ４） 課題解決のための方策

・ 資料の読み取り方の指導を引き続き行うとともに、資料や事象に対しての自分の考えを書く学

習活動を行っていきます。

・ 世界地図や世界の地理に関することでは、児童の生活に近い事象を授業で取り上げ、具体的な

教材や教具を活用して、児童にとって身近に感じられるように工夫をしていきます。

（ ５） 次年度の数値目標

各学年、品川区平均、全国平均共に上回ることを目標とします。

社会科



（ １） 各教科の定着状況についての概要

①調査結果の様子（ 調査の目標値と比べた本校の評価）
○目標を上回っている ≒ ▼同程度 下回っている

観点

算数への関心意

欲態度

数学的な考え方 数量や図形につ

いての技能

数量や図形につ

いての知識・理解

２年 ○ ○ ○ ○
３年 ≒ ≒ ≒ ≒
４年 ○ ○ ○ ○
５年 ≒ ○ ○ ○
６年 ○ ○ ○ ○
②算数科における成果

○昨年度と比べて目標値が下がっているにもかかわらず、基礎・基本の問題は正答率が上がってい
ました。

○習熟度別の学習を通して、算数への関心・ 意欲・ 態度の正答率が昨年度よりも上がっています。
○各学年、「 量と測定」 領域の問題は昨年度よりも正答率が上がっています。
（ 学校の取組）

…・ はげみ学習 火・ 水・ 金の朝の１５分間を「 はげみ学習」 に設定し、年間計画に基づき計算練習を中心

とした学習を行っています。学習支援ボランティアにも支援をしていただき、基礎基本の定着を図って

います。

…・ 算数習熟度別学習 ３年生～６年生は、習熟度別に１学級２展開、２学級３展開で実施しています。グ

ループを効果的に変えながら個に応じた指導を進めています。

…・ ステップアップ学習 ５、６年生は、月２回金曜日の「 ステップアップ学習」 の時間に算数を学習して

います。学力のレベルアップを目指し、担任、専科教員、区費講師、学習支援ボランティアを活用して、

個に応じた指導を行い、基礎・ 基本の定着を図っています。

以上の取組の成果が今回の調査でも見られたと考えています。

（ ２） 具体的な課題

○基礎・ 基本の定着は見られましたが、活用問題に課題があります。
○図形の特徴や性質の理解に課題があります。

（ ３） 課題の原因として考えられること

・ 身に付けた知識・技能を実生活に結び付ける経験が少ないことや、学習等で活用することが十分に

できていないこと。

・ 図形の特長や性質の理解では、作図など活用する場面で理解の定着が不十分であること。

（ ４） 課題解決のための方策

・ 基礎的・ 基本的な知識・ 技能が確実に身に付く よう、習熟度別指導で一人一人に応じた指導を継続

していきます。

・ 授業の中で、根拠を明らかにして、筋道を立てて体系的に考えるようにしていきます。言葉や数、

式、図、表、グラフなどを相互に関連させて考えて問題を解決したり、自分の考えを分かりやすく

説明して、互いに自分の考えを表現し伝え合ったりする学習を行っていきます。

・図形についての豊かな感覚を図形ブロックなどを直接手にもって実感を伴った理解を深められるよ

う指導します。

・「 はげみ学習」 は本校の特色であり、また、効果も見られています。朝はげみの時間を利用して計

算問題の反復練習を行い、計算のきまりを定着させるとともに、技能が向上するように指導を継続

していきます。

※以上の取組について、年度末に校内で自己評価を行います。
（ ５） 次年度の数値目標

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とし、特に課題である数学的な考え方は重

点項目とします。

算数



（ １） 各教科の定着状況についての概要

①調査結果の様子（ 調査の目標値と比べた本校の評価）
○目標を上回っている ≒ 同程度 ▼下回っている

観点

自然事象への関

心意欲態度

科学的な思考判

断表現

観察実験の技能 自然事象につい

ての知識・ 理解

４年 ○ ○ ≒ ≒
５年 ○ ≒ ○ ≒
６年 ○ ≒ ▼ ≒

②理科における成果
○各学年とも自然事象にしっかりと向き合い、問題解決的学習をより多く展開をしたことで
自然事象への関心・ 意欲・ 態度、科学的な思考・ 判断・ 表現、観察・ 実験の技能の正答率

が上昇しています。

○昨年度と比べて目標値が下がっているにもかかわらず基礎・活用の問題ともに正答率はほ
ぼ同水準を保っています。

（ ２） 具体的な課題

○生命領域における植物の花のつく りと実、１年間の植物の成長に関しての定着に課題が見
られます。

○地球領域における月と星に関しての定着に課題が見られます。
○一定期間を通じて定期的に観察を行う学習事項に関しての定着に課題が見られます。

（ ３） 課題の原因として考えられること

観察・ 実験を行う際に何を観察・ 実験するかの視点をさらにきちんともたせる指導の工夫が必

要です。

具体的に体験したり、調べたりできない事象の理解を扱うようになる高学年については、観察・

実験の視点をより焦点化して行わせ、得られた結果と目的・ 条件の変化を関連付けたまとめを

することで理解の定着を図る指導の工夫が必要です。

（ ４） 課題解決のための方策

・ 毎時間のめあてを児童に明確にもたせるとともに、児童の関心意欲を高めるために次の方策

を行います。

子どもたちが学校で視点を焦点化して観察できる時間をしっかりと確保します。植物に関し

ては成長と観察の時期が合致するような栽培計画をたて、観察の視点の明確化・焦点化を図り、

連続性を確保して学習を行い定着を図ります。時期に合わせた観察を子どもたちのイラストに

よる表現など、目に見えないことを、条件の変化と結果の変化に着目して比べていく 学習を展

開していきます。観察・ 実験を伴う学習を行う時は、視点を変えながら複数回検証実験を行う

ことで観察・ 実験結果と条件設定の変化について、子どもたちが実感しながら知識として定着

できるようにしていきます。また、観察ができない時期の天体観察についてはビデオ教材やＩ

ＣＴ機器によって観察し、定着を図っていきます。

・ 毎時間の振り返りや各単元のまとめで、既習事項のつながりを考えさせながら、自分の考え

を書いてまとめたり、整合性のある語句を当てはめてまとめたりする指導を工夫していきます。

※以上の取組について、年度末に校内で自己評価を行います。
（ ５） 次年度の数値目標

各学年、観点別正答率が区の平均正答率を上回ることを目標とします。

理科


